
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め
の
公
債
の
発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
参
照
条
文
目
次

○

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

国
民
年
金
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
十
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４



○

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
（
抄
）

第
四
条

国
の
歳
出
は
、
公
債
又
は
借
入
金
以
外
の
歳
入
を
以
て
、
そ
の
財
源
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
公
共
事
業
費
、
出
資
金
及

び
貸
付
金
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
公
債
を
発
行
し
又
は
借
入
金
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
公
債
を
発
行
し
又
は
借
入
金
を
な
す
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
償
還
の
計
画
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

③

（
略
）

○

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
（
抄
）

（
国
庫
負
担
）

第
八
十
五
条

国
庫
は
、
毎
年
度
、
国
民
年
金
事
業
に
要
す
る
費
用
（
次
項
に
規
定
す
る
費
用
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
充
て
る
た
め
、
次
に

掲
げ
る
額
を
負
担
す
る
。

一

当
該
年
度
に
お
け
る
基
礎
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
給
付
に
要
す
る
費

用
の
総
額
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
除
く
。
以
下
「
保
険
料
・
拠
出
金
算
定
対
象
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
第
二
十
七
条
第
三
号
に

規
定
す
る
月
数
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
も
の
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
一
か
ら
各
被
用
者
年
金
保
険
者
に
係
る
第
九
十
四
条
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
率
を
合
算
し
た
率
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る

額
二

当
該
年
度
に
お
け
る
保
険
料
免
除
期
間
を
有
す
る
者
に
係
る
老
齢
基
礎
年
金
（
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
つ
て
そ
の
額
が
計
算

さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
数
を
ロ
に
掲
げ
る
数
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
算

額イ

当
該
保
険
料
半
額
免
除
期
間
の
月
数
（
四
百
八
十
か
ら
当
該
保
険
料
納
付
済
期
間
の
月
数
を
控
除
し
て
得
た
月
数
を
限
度
と
す
る
。
）

を
六
で
除
し
て
得
た
数
と
当
該
保
険
料
全
額
免
除
期
間
（
第
九
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
さ

れ
た
保
険
料
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
月
数
（
四
百
八
十
か
ら
当
該
保
険
料
納
付
済
期
間
の
月
数
と
当
該
保
険
料
半
額
免
除
期
間
の
月

－１－



数
と
を
控
除
し
て
得
た
月
数
を
限
度
と
す
る
。
）
を
三
で
除
し
て
得
た
数
と
を
合
算
し
た
数

ロ

第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
月
数
を
合
算
し
た
数

三

当
該
年
度
に
お
け
る
第
三
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額

２

国
庫
は
、
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
国
民
年
金
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
を
負
担
す
る
。

（
保
険
料
）

第
八
十
七
条

政
府
は
、
国
民
年
金
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料
を
徴
収
す
る
。

２

保
険
料
は
、
被
保
険
者
期
間
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
各
月
に
つ
き
、
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

３

保
険
料
の
額
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
給
付
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
並
び
に
予
定
運
用
収
入
及
び
国
庫
負
担
の
額
に
照
ら
し
、
将
来
に
わ
た

つ
て
、
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
こ
の
基
準
に
従
つ
て
再
計
算
さ

れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
調
整
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

４

保
険
料
の
額
は
、
当
分
の
間
、
一
月
に
つ
き
一
万
三
千
三
百
円
と
す
る
。

５

前
項
の
保
険
料
の
額
は
、
そ
の
額
が
第
三
項
の
基
準
に
適
合
す
る
に
至
る
ま
で
の
間
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

○

国
民
年
金
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
（
抄
）

（
国
民
年
金
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
）

第
四
条

国
民
年
金
勘
定
に
お
い
て
は
、
国
民
年
金
事
業
に
係
る
保
険
科
、
基
礎
年
金
勘
定
か
ら
の
受
入
金
、
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
附

則
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
八
十
五
条
第
一
項
並
び
に
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
附
則
第

三
十
四
条
第
一
項
（
第
九
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
会
計
か
ら
の
受
入
金
、
積
立
金
か
ら
の
受
入
金
、
積
立
金
か
ら
生
ず
る
収
入

、
年
金
資
金
運
用
基
金
か
ら
の
国
庫
納
付
金
並
び
に
附
属
雑
収
入
を
も
つ
て
そ
の
歳
入
と
し
、
国
民
年
金
事
業
に
係
る
給
付
費
（
基
礎
年
金
給

付
費
及
び
福
祉
年
金
給
付
費
を
除
く
。
）
及
び
還
付
金
、
基
礎
年
金
勘
定
へ
の
繰
入
金
、
国
民
年
金
事
業
の
福
祉
施
設
に
要
す
る
経
費
、
年
金

資
金
運
用
基
金
へ
の
出
資
金
若
し
く
は
交
付
金
又
は
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
へ
の
補
助
金
に
充
て
る
た
め
の
業
務
勘
定
へ
の
繰
入
金
そ

の
他
の
諸
費
を
も
つ
て
そ
の
歳
出
と
す
る
。

－２－



２

（
略
）

（
業
務
勘
定
の
歳
入
及
び
歳
出
）

第
六
条

業
務
勘
定
に
お
い
て
は
、
法
第
八
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
会
計
か
ら
の
受
入
金
、
国
民
年
金
事
業
の
福
祉
施
設
に
要
す

る
経
費
、
年
金
資
金
運
用
基
金
へ
の
出
資
金
若
し
く
は
交
付
金
又
は
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
へ
の
補
助
金
に
充
て
る
た
め
の
国
民
年
金

勘
定
か
ら
の
受
入
金
及
び
附
属
雑
収
入
を
も
つ
て
そ
の
歳
入
と
し
、
国
民
年
金
事
業
の
業
務
取
扱
い
に
関
す
る
諸
費
、
国
民
年
金
勘
定
へ
の
繰

入
金
、
国
民
年
金
事
業
の
福
祉
施
設
に
要
す
る
経
費
、
年
金
資
金
運
用
基
金
へ
の
出
資
金
及
び
交
付
金
並
び
に
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

へ
の
補
助
金
を
も
つ
て
そ
の
歳
出
と
す
る
。

○

厚
生
保
険
特
別
会
計
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
十
号
）
（
抄
）

第
五
条

年
金
勘
定
ニ
於
テ
ハ
厚
生
年
金
保
険
事
業
経
営
上
ノ
保
険
料
、
一
般
会
計
、
船
員
保
険
特
別
会
計
及
国
民
年
金
特
別
会
計
基
礎
年
金
勘

定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
積
立
金
ヨ
リ
生
ズ
ル
収
入
、
年
金
資
金
運
用
基
金
ヨ
リ
ノ
国
庫
納
付
金
、
確
定
給
付
企
業
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第

五
十
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
解
散
厚
生
年
金
基
金
等
ヨ
リ
ノ
徴
収
金
、
業
務
勘
定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
並
ニ
附
属
雑
収
入
ヲ
以
テ

其
ノ
歳
入
ト
シ
同
事
業
経
営
上
ノ
保
険
給
付
費
、
国
民
年
金
特
別
会
計
基
礎
年
金
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
其
ノ
他
ノ
諸
費
、
同
事
業
ノ
福
祉
施
設
費

若
ハ
営
繕
費
、
年
金
資
金
運
用
基
金
ヘ
ノ
出
資
金
若
ハ
交
付
金
又
ハ
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
ヘ
ノ
交
付
金
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
業
務
勘
定
ヘ

ノ
繰
入
金
並
ニ
厚
生
年
金
基
金
及
厚
生
年
金
基
金
連
合
会
ヘ
ノ
負
担
金
ヲ
以
テ
其
ノ
歳
出
ト
ス

第
六
条

業
務
勘
定
ニ
於
テ
ハ
健
康
保
険
事
業
ノ
業
務
取
扱
ニ
関
ス
ル
諸
費
、
療
養
所
費
、
保
健
事
業
費
、
福
祉
事
業
費
又
ハ
営
繕
費
ニ
充
ツ
ル

為
ノ
健
康
勘
定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
厚
生
年
金
保
険
事
業
ノ
福
祉
施
設
費
若
ハ
営
繕
費
、
年
金
資
金
運
用
基
金
ヘ
ノ
出
資
金
若
ハ
交
付
金
又
ハ
独

立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
ヘ
ノ
交
付
金
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
年
金
勘
定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
健
康
保
険
事
業
及
厚
生
年
金
保
険
事
業
ノ
業
務
取
扱
ニ

関
ス
ル
諸
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
一
般
会
計
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
児
童
手
当
法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
ノ
事
業
主
ヨ
リ
ノ
拠
出
金
及
当
該
拠
出
金
ノ

徴
収
ニ
関
ス
ル
諸
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
児
童
手
当
勘
定
ヨ
リ
ノ
受
入
金
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号

）
第
十
六
条
第
四
項
ノ
規
定
ニ
ヨ
ル
納
付
金
並
ニ
附
属
雑
収
入
ヲ
以
テ
其
ノ
歳
入
ト
シ
此
等
ノ
事
業
ノ
業
務
取
扱
及
当
該
拠
出
金
ノ
徴
収
ニ
関

ス
ル
諸
費
、
健
康
保
険
事
業
ノ
療
養
所
費
、
保
健
事
業
費
、
福
祉
事
業
費
及
営
繕
費
、
厚
生
年
金
保
険
事
業
ノ
福
祉
施
設
費
及
営
繕
費
、
年
金

－３－



資
金
運
用
基
金
ヘ
ノ
出
資
金
及
交
付
金
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
ヘ
ノ
交
付
金
、
年
金
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
並
ニ
児
童
手
当
交
付
金
及
児

童
育
成
事
業
費
ニ
充
ツ
ル
為
ノ
児
童
手
当
勘
定
ヘ
ノ
繰
入
金
ヲ
以
テ
其
ノ
歳
出
ト
ス

○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
抄
）

（
費
用
負
担
の
原
則
）

第
九
十
九
条

組
合
の
給
付
に
要
す
る
費
用
（
老
人
保
健
拠
出
金
、
退
職
者
給
付
拠
出
金
、
介
護
納
付
金
及
び
基
礎
年
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す

る
費
用
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
次
の
各
号
に
規
定
す
る
費
用
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め

る
職
員
を
単
位
と
し
て
、
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と

に
再
計
算
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
老
人
保
健
拠
出
金
及
び
退
職
者
給
付
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
を
含
み
、
第
三
項
（
第
二
号
を
除
く
。

）
の
規
定
に
よ
る
同
項
に
規
定
す
る
国
等
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度

に
お
け
る
そ
の
費
用
の
予
想
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
同
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
費
用
の
額
と
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
次
項
第
一
号

の
二
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
と
が
等
し
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

長
期
給
付
に
要
す
る
費
用
（
基
礎
年
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
（
第
三
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
同
項
に
規
定
す

る
国
等
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
含
み
、
次
項
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
同
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は

、
そ
の
費
用
の
予
想
額
と
同
号
の
掛
金
及
び
負
担
金
の
額
並
び
に
そ
の
予
定
運
用
収
入
の
額
の
合
計
額
と
が
、
将
来
に
わ
た
つ
て
財
政
の
均

衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２

組
合
の
事
業
に
要
す
る
費
用
で
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
に
よ
り
、
組
合
員
の
掛
金
及
び
国
又
は
公
社
の
負

担
金
を
も
つ
て
充
て
る
。

一

短
期
給
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
国
又
は
公
社
の
負
担
金
百
分
の
五
十

一
の
二

介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
国
又
は
公
社
の
負
担
金
百
分
の
五
十

－４－



二

長
期
給
付
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
国
又
は
公
社
の
負
担
金
百
分
の
五
十

三

公
務
等
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
（
第
八
十
五
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
そ

の
額
が
算
定
さ
れ
る
障
害
共
済
年
金
を
含
む
。
）
又
は
公
務
等
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
に
要
す
る
費
用

国
又
は
公
社
の
負
担
金
百
分
の
百

四

福
祉
事
業
に
要
す
る
費
用

掛
金
百
分
の
五
十
、
国
又
は
公
社
の
負
担
金
百
分
の
五
十

五

組
合
の
事
務
（
福
祉
事
業
に
係
る
事
務
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用

国
又
は
公
社
の
負
担
金
百
分
の
百

３

（
略
）

４

第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
組
合
の
事
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
国
が
負
担
す
べ
き
金
額
は
、
毎
年
度
、
国
の
予
算
を
も
つ
て
定

め
る
。

５

（
略
）

６

独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
の
職
員
（
専
従
職
員
を
除
く
。
）
で
あ
る
組
合
員
に
係
る
第
二
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
、
「
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
の
負
担
金
」
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。

７

独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
の
職
員
で
あ
つ
て
専
従
職
員
で
あ
る
組
合
員
に
係
る
第
二
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
及
び
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
職
員
団
体
の
負
担
金
及
び
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
の
負
担
金
」
と
、
同

項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
中
「
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
団
体
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
又
は
公

社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る

の
は
「
職
員
団
体
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
又
は
国
立
大
学
法
人
等
の
負

担
金
」
と
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
負
担
金
）

第
百
二
条

各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
等
、
公
社
又
は
職
員
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
九
十
九

条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
、
独
立
行
政
法
人
、

国
立
大
学
法
人
等
、
公
社
又
は
職
員
団
体
が
負
担
す
べ
き
金
額
（
第
百
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
徴
収
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
掛
金
に
相
当
す
る

－５－



金
額
を
除
く
。
）
を
、
毎
月
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

４

組
合
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
九
十
九
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
（
同
号
に
掲
げ
る
費
用
に
あ
つ

て
は
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
長
期
給
付
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
充
て
る
た
め
国
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人

等
、
公
社
又
は
職
員
団
体
が
負
担
す
べ
き
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
、
当
該
金
額
の
払
込
み
が
あ
る
ご
と
に
、
連
合
会
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
公
庫
等
に
転
出
し
た
継
続
長
期
組
合
員
に
つ
い
て
の
特
例
）

第
百
二
十
四
条
の
二

組
合
員
（
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
者
を
除
く
。
）
が
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者

の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続
い
て
公
庫
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
公
庫
そ
の

他
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
業
務
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
事
務
若
し
く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の

の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
第
四
項
に
お
い
て
「
公
庫
等
」
と
い
う
。
）
に
使
用
さ
れ
る
者
（
役
員
及
び
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
者
を
除
く
。
以
下
「
公
庫
等
職
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
組
合
員
（
長
期

給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
者
を
除
く
。
）
が
任
命
権
者
若
し
く
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
要
請
に
応
じ
、
引
き
続
い
て
同
条

に
規
定
す
る
公
庫
そ
の
他
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
で
そ
の
業
務
が
国
の
事
務
若
し
く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
の

う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
同
項
に
お
い
て
「
特
定
公
庫
等
」
と
い
う
。
）
の
役
員
（
常
時
勤
務
に
服
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
者
を
除
く
。
以

下
「
特
定
公
庫
等
役
員
」
と
い
う
。
）
と
な
る
た
め
退
職
し
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
長
期
給
付
に
関
す
る
規
定
（

第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
者
の
退
職
は
、
な
か
つ
た
も
の
と

み
な
し
、
そ
の
者
は
、
当
該
公
庫
等
職
員
又
は
特
定
公
庫
等
役
員
で
あ
る
期
間
引
き
続
き
転
出
（
公
庫
等
職
員
又
は
特
定
公
庫
等
役
員
と
な
る

た
め
の
退
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
際
に
所
属
し
て
い
た
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
第
四
章
中
「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と
、
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
公
庫
等
又

は
特
定
公
庫
等
の
負
担
金
及
び
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
国
又
は
公
社
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫

等
又
は
特
定
公
庫
等
の
負
担
金
」
と
、
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣
を
含
む
。
）
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人

－６－



等
、
公
社
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
等
、
公
社
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
又

は
特
定
公
庫
等
」
と
、
「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
職
員
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
公
庫
等
若
し
く
は
特
定
公
庫
等
」
と
す
る
。

２
〜
５

（
略
）

附

則

（
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
に
係
る
拠
出
金
の
納
付
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
組
合
及
び
連
合
会
の
業
務
等
の
特
例
）

第
二
十
条
の
二

厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
の
納
付
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
第
三

条
第
四
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
七
号
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
四
項
中
「
及
び
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
九
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基

礎
年
金
拠
出
金
（
以
下
「
基
礎
年
金
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
九

十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
拠
出
金
（
以
下
「
基
礎
年
金
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
拠
出
金
（
以
下
「
年
金
保
険
者
拠
出
金
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
第

一
号
、
第
二
十
四
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
基
礎
年
金
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
基
礎
年
金
拠
出
金
及
び
年
金
保

険
者
拠
出
金
」
と
、
第
九
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
基
礎
年
金
拠
出
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
基
礎
年
金
拠
出
金
及
び
年
金
保
険
者
拠
出
金
」
と

、
同
項
第
三
号
中
「
を
含
み
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
年
金
保
険
者
拠
出
金
を
含
み
」
と
す
る
。

－７－


